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人吉都市計画
被災市街地復興推進地域の決定

人吉市都市計画審議会 資料

令和３年７月８日（木）

資料４



説 明 内 容

１ 都市計画決定手続きの流れについて

２ 被災市街地復興推進地域の検討について

３ 住民説明会における主なご質問等について

４ 都市計画案の縦覧・意見書について
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１ 都市計画決定手続きの流れについて

公聴会・説明会等の開催

法１６条１項 ６月４～６日開催

公告・案の縦覧
法１７条１項 ６月１０～２３日

（２週間）

人吉市都市計画審議会
法１９条

都市計画の決定

告示・縦覧

法２０条

意見書の提出

県知事協議

【市決定分】



【被災市街地復興推進地域の都市計画決定の目的】

4

２ 被災市街地復興推進地域の検討について

経 緯： H7.1.17 阪神淡路大震災

H7.2.26 被災市街地復興特別措置法 制定

H7.3.17 神戸市御菅地区等で初の適用

※熊本県では、熊本地震時に益城町で適用

契機

根拠法令： 被災市街地復興特別措置法

大規模な火災、震災その他の災害を受けた市街地について
緊急かつ健全な復興を図るため、被災市街地復興推進地域等
により、迅速に良好な市街地の形成と都市機能の更新を図る。
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２ 被災市街地復興推進地域の検討について

【被災市街地復興推進地域の必要性】

避難路となる道路や避難地となる公
園など公共空間の不足

接道要件を満たさず建替えが困難

緊急輸送道路となる道路が発災時に
閉塞し、緊急車両が通れない

課 題

防災性、安全性の低い市街地の形成を防ぐ

一定の開発・建築の制限等が必要

「被災市街地復興推進地域」

緊急かつ健全な復興を図る

緊急車両が通れない道路

【 参考イメージ 】

早急に良好な道路を形成
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２ 被災市街地復興推進地域の検討について

【被災市街地復興推進地域の必要性】

敷地に接する道路が、
４ｍ未満で再建できない

道路が閉塞し、緊急車
両が通れない
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【復興まちづくりの取り組み】

市では、８つの重点地区ごとに、まちの被害状況や課題を整理し、今後の復興の方向性
を住民対話（地区別懇談会）を行いながら、復興まちづくり計画の策定を進めている。

２ 被災市街地復興推進地域の検討について

重点地区エリア 地区別懇談会の様子
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２ 被災市街地復興推進地域の検討について

案であり、決定ではない



事業計画を決定するまでの期間、一定の建築行為の制限等が必要

【復興事業の実施までの課題】

「各種復興事業が決定されるまでの期間において、安全性の低い市街地が再び
つくられてしまうことを防ぎ」

かつ、

「その間に市民と行政等が協力・連携し、『復興まちづくり計画※』に基づく
各種復興事業の円滑な実施へ移行することが必要」

※復興まちづくり計画＝住民と行政が協働で作成したまちの将来像や実現手法を具体的に示した計画

そのためにも

「被災市街地復興推進地域」制度の活用を検討
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２ 被災市街地復興推進地域の検討について



地区別懇談会（関係者の合意形成）
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都市計画

・流域治水対策と連携・調整
・流域治水における対策

・住まい・生業の再建方法を検討
・避難のあり方や必要施設を見直し等

・避難路・避難場所の整備
・災害公営住宅の整備等

・災害査定
・道路の復旧 等
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相当数の建築物が滅失

土地区画整理事業等に
よる面的整備が必要

公共施設の不足

・防災性の高い建て方を誘導
・街区の整備の目標や計画の策定

その他

被災市街地復興特別措置法に基づく一定の建築制限
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３つの要件に該当するエリア

復興まちづくりの検討

２ 被災市街地復興推進地域の検討について
【今後のスケジュール】
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２ 被災市街地復興推進地域の検討について



大規模な災害で相当数の建築物が滅失した地区

・被害が大きい建物（大規模半壊以上）が多い地区

公共施設の不足等で、そのまま再建しても不良な街区が形
成されるおそれ（課題）がある地区

・道路の整備状況（幅員４ｍ未満の道路が多い）
・公園の整備状況 など

重ね合わせ

① 建物被害が大きい地区

② 道路、公園など公共施
設が不足する地区

③ 土地区画整理事業など
による面的な整備等が
有効な地区

被災市街地復興推進区域
の候補とする

土地区画整理事業や公共施設整備事業といった事業を実施
する必要がある地区（上位・関連計画における位置づけ）

・面的な市街地整備の必要があるエリア

・その他公共施設の整備を検討するエリア

・上位計画における拠点の位置づけ

（人吉市復興計画、人吉市都市計画マスタープラン など）

※重ね合わせの検討は次頁以降を参照

【被災市街地復興推進地域の指定に必要な３つの要件】
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２ 被災市街地復興推進地域の検討について

（特措法第５条）
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①建物被害が大きい地区
【建物被害】

２ 被災市街地復興推進地域の検討について
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２ 被災市街地復興推進地域の検討について

②道路、公園など公共施設が不足する地区
【狭あい道路】



15

②道路、公園など公共施設が不足する地区
【公園の配置】

２ 被災市街地復興推進地域の検討について
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要素が重なるエリア
【①建物被害、②狭あい道路・公園配置】

２ 被災市街地復興推進地域の検討について



検討資料⑤上位・関連計画における位置づけ人吉市 被災市街地復興推進地域
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２ 被災市街地復興推進地域の検討について

③土地区画整理事業などによる面的な整備等が有効な地区
【上位・関連計画】

都市計画マスタープラン 景 観 計 画

復興計画（第１期）

中心市街地を核としてコンパクトにまとまっ
た市街地の形成

景観計画区域の中にある主要な景観資源を核
とする地区

復興のシンボルとなる神社や球磨川と調和し民間参画による賑わいある空間づくり

景観や経済活動に配慮した都市基盤の整備
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２ 被災市街地復興推進地域の検討について

３つの要件が重なるエリア
【①建物被害、②狭あい道路・公園配置、③上位・関連計画】



地域指定の基本的な考え方

①区域（面）の決定

『建物被害』＋『狭あい道路』＋『公園配置』＋『上位・関連計画など』

【基本方針】重複したエリアを中心に区域を指定する

②境界（線）の決定

『明確な地形・地物』（道路・河川等）＋『町界・敷地界』

【基本方針】
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○青井地区

北側：下林南願成寺線北側、国道445号北側

南側：球磨川右岸

東側：出町橋右岸

西側：青井地内第13号線、宝来地内第1号線、
敷地界

○中心市街地地区

北側：五十鈴橋左岸、敷地界

南側：国道445号南側

東側：九日町鍛冶屋町線、敷地界

西側：出町橋左岸

２ 被災市街地復興推進地域の検討について
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被災市街地復興推進地域（案）

２ 被災市街地復興推進地域の検討について



■被災市街地復興推進地域が指定されたら

 地域内の土地において、建築行為等が制限され、土地の造成・建築物の新築、改築、増築（応急修繕

は含まない）には市長の許可が必要となる。

 ２階建て以下の木造等簡易な建築物で、市長の許可が得られないために、土地所有者に著しい支障が

生ずる場合には、市または土地開発公社等は当該土地を時価で買い取るべきものとされている。

 制限の期間は、発災より最長で２年間（令和４年７月３日まで）となる。

■許可が可能な建築行為等の内容

自己の居住の用に供する住宅又は、自己の業務
に供する建築物（住宅を除く）の新築、改築又は
増築で、次の要件に該当するもの。
 ２階建て、平屋
 地下なし
 木造、鉄骨造、コンクリートブロック造
 容易に移転または除却ができる
 敷地の規模が300㎡未満
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■市長の判断が必要な建築行為等の内容
建築物の新築、改築又は、増築で次の要件に該当

するもの。
 ３階建て以上
 地下あり
 鉄筋コンクリート造
 自らの生活の本拠として使用しないもの（貸事

務所、貸店舗、アパートなど）
 敷地の規模が300㎡以上

２ 被災市街地復興推進地域の検討について

■許可申請が不要な行為

 現在既に建っている建物の修繕については問題ありません。

 都市計画決定前に工事に着手していたものについては、建てられます。

（特措法第７条及び第８条）
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３ 住民説明会における主なご質問等について

【住民説明会の実施状況】
復興まちづくりに向けた説明会（全６回開催）

説明会の周知方法

 広報ひとよし５月１日号に
掲載

 広報と併せ開催案内文書の
配布

 人吉市ホームページに掲載

開催日時及び場所

 令和３年５月１４日（金）午後 ４時３０分から 中原コミュニティーセンター

午後 ７時００分から 〃
 令和３年５月１５日（土）午後 ４時３０分から 人吉東小学校体育館

午後 ７時００分から 〃
 令和３年５月１６日（日）午後 ４時３０分から 西瀬小学校体育館

午後 ７時００分から 〃

被災市街地復興推進地域の指定に関する説明会（全５回開催）
説明会の周知方法

 広報ひとよし５月１日号及
び６月１日号に掲載

 権利者等へ通知書の発送

 人吉市ホームページ
 デタポン（ＲＫＫの情報）

開催日時及び場所

 令和３年６月４日（金）午後 ６時００分から 人吉スポーツパレス大アリーナ

 令和３年６月５日（土）午後 ２時００分から 〃

午後 ６時００分から 〃

 令和３年６月６日（日）午後 ２時００分から 〃

午後 ６時００分から 〃

復興まちづくりに向けた追加説明会（全２回開催）

説明会の周知方法
 人吉市ホームページに掲載

開催日時及び場所
 令和３年５月２５日（火）午前１０時００分から 肥後銀行人吉支店

午後 ２時００分から 〃
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３ 住民説明会における主なご質問等について

【広報ひとよし等掲載資料】

広報５月１日号

広報５月１日号別紙 開催案内文書
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３ 住民説明会における主なご質問等について

【広報ひとよし等掲載資料】

広報６月１日号

市ホームページ
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３ 住民説明会における主なご質問等について

【復興まちづくりに向けた説明会の様子】

令和３年５月１４日（金）～ ５月１６日（日）、令和３年５月２５日（火）

延べ １１３名参加
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３ 住民説明会における主なご質問等について

【復興まちづくりに向けた説明会の様子】

主な意見・要望等

意見・要望 市回答

まちづくりのビジョンは、どのくらい
で出来るのか。

秋頃には復興まちづくり計画としてと
りまとめたいと考えている。

制限期間が発災後最長２年間となって
いるのはどういう意味か。

発災から２年以内という期間中、一定
のルールを設け、建築を待っていただく
もの。

住民の声を聴いたまちづくりを進めて
欲しい。

地区別懇談会などを通し、市民の意見
を聴いた上で、復興まちづくり計画を進
めていく。

道路と公園以外に予定している公共施
設はあるか。

地区別懇談会で住まえる公共施設が必
要ではないかという意見もあっており、
今後も意見を聴きながら、どういった施
設が必要が検討を進めて行きたい。

都市計画事業の中身は、まだ検討して
いない状況なのか。

今回は、当推進地域の範囲を都市計画
決定するものであり、その後、都市計画
事業などの検討を行っていく。



27

３ 住民説明会における主なご質問等について

【広報ひとよし等掲載資料】

権利者等へ通知（約３９０通発送）
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３ 住民説明会における主なご質問等について

【被災市街地復興推進地域の指定に関する説明会の様子】

令和３年６月４日（金）～ ６月６日（日）

延べ ２０２名参加
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３ 住民説明会における主なご質問等について

【被災市街地復興推進地域の指定に関する説明会の様子】

主な意見・要望等

意見・要望 市回答

規制するメリット・デメリットは。 メリットは、避難路等を早期に整備す
ることができること。
デメリットは、鉄筋コンクリート造な

どの建物の再建を待っていただくことに
なること。

水害リスクが高い球磨川沿いの九日町
が含まれないのはなぜか。

硬い建物があり、土地区画整理事業等
の対象とすべきエリアには該当しないた
め。

浸水した地域に公園を整備する理由は。 一時まとまって避難する場合や火事や
他の災害にも備えるものとして整備する
もの。

家を勝手に建てることができないのか。 自宅などを建てる際に、市長の許可を
得ていただくという手間が増える。

接道する道路が基準を満たしていない
ため、建物が建てられない。

そのような場所については、建物が再
建できるよう、面的整備などを検討して
いく。
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３ 住民説明会における主なご質問等について

【権利者等で欠席者への対応】

説明会終了後、説明資料の送付

約２８０通発送
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４ 都市計画案の縦覧・意見書について

令和３年 ５月１４日～
５月１６日

： 復興まちづくりに向けた説明会

６月４日～
６月６日

： 被災市街地復興推進地域（原案）に関する住
民説明会

６月１０日～
６月２３日

：
：

公告・縦覧 （縦覧期間：２週間）
意見書の提出（ 〃 ）

場所 人吉市建設部都市計画課
（スポーツパレス２Ｆ）
時間 午前８時３０分～午後５時１５分

７月８日 ： 人吉市都市計画審議会（本日）

７月中 ： 熊本県知事協議

７月中 ： 都市計画決定・告示

６月の説明会での縦覧についてのスライド

１ 意見書を提出できる方：人吉市民（人吉市に事業所等を有する法人を含む）、
利害関係者

２ あて先：人吉市都市計画課

住 所 〒８６８－００１５ 人吉市下城本町１５６６－１
人吉市役所第２別館（人吉スポーツパレス内）

電 話 ０９６６－２２－２１１１（内線２４２２）

ＦＡＸ ０９６６－２２－２１５２

メール toshikeikaku@hitoyoshi.kumamoto.jp

３ 提出方法及び提出期限

直接提出、ＦＡＸ、メール送信：令和３年６月２３日（水）１７：１５まで

郵送：令和３年６月２３日（水）必着

ＦＡＸ、メールの際は、その旨、電話で連絡

縦覧期間は、現時点案のため、詳細は、電話等で確認を

４ 意見書の記載事項

意見書の様式定めなし。以下の事項を記載

ア 意見書提出者の住所、氏名及び連絡先

イ 意見書の提出の対象である都市計画の案の名称

「（例）人吉市被災市街地復興推進地域の案に対する意見書」

意見書の提出について

市HP

市ホームページ（抜粋）
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４ 都市計画案の縦覧・意見書について

〇 縦 覧：６月１０日（木）～２３日（水）

〇 縦覧期間：人吉市役所建設部都市計画課

〇 周知方法：広報ひとよし６月号、６月の説明会、市ホームページ

〇 縦覧者数：１６名の方が縦覧

〇 意 見 書：１５名の方から提出あり
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４ 都市計画案の縦覧・意見書について

意見書における主な意見の要旨及び市の見解

意見の要旨 市の見解

まちを復興するには、被災市街地復興推
進地域の都市計画決定を行い、行政からの
援助がなければ無理ではないか。
市が土地を買い上げなどして、街中を田

の字に区画整理をして、面を増やすととも
に、避難所を兼ねた駐車場の整備を。

被災市街地復興推進地域に指定して、復
興するというご意見につきまして、市とし
ても同様の考えでございます。
被災市街地復興推進地域指定後の事業計

画につきましては、地区別懇談会等でのご
意見を集約し、スピード感をもって取り組
んでまいりたいと存じます。

市中心部全域を被災市街地復興推進地域
の範囲とするべき。

指定は、建築制限を伴うため、最小限の
範囲とするという考えから、市中心部全域
までは指定する必要はないと判断しており
ます。
なお、地域に指定しない範囲につきまし

ても、８つの重点地区ごとに住民対話を重
ねながら、復興まちづくりを進めていると
ころでございます。

説明会における『質問』と『回答』を文
書にしての公開を希望する。

説明会における『質問』と『回答』につ
きましては、説明会の資料と併せて、市
ホームページに掲載しております。
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４ 都市計画案の縦覧・意見書について

意見書における主な意見の要旨及び市の見解
意見の要旨 市の見解

被災地域は、家屋の解体も進み人口も
減っている。空地も多い。
公園も道路の拡幅も必要ない。
元の生活に戻りつつある。
町内での話し合いもできない。
この計画には、反対。

今後の水害を踏まえ、災害時の避難路や
避難場所の確保は必要なものと考えており
ます。また、空洞化を防ぎ、賑わいのある
まちづくりを実現できることも大切と考え
ております。
町内の話し合いについては、復興まちづ

くりの懇談会にご参加いただきたい。

推進地域になると新築の際など、市長の
許可が必要になる。
換地や減歩が強制的に行われると聞いた。
復興まちづくりに対する市民への意見聴

取が不十分。

建築許可は、今後の迅速な復興のため、
ご理解ください。
推進地域の都市計画決定によって、換地

等が強制的に行われることはございません。
住民意向を踏まえて、事業は行ってまい

ります。
様々な方法で周知を行っておりますが、

更に住民意向を把握し復興まちづくりを進
めてまいりたいと存じます。

青井地区の国道４４５号の拡幅はやめて
もらいたい。

本路線は既に都市計画決定されており、
都市機能上、整備は必要と考えております。
今後、沿道の土地利用と一体となった空

間づくりを検討していきたいと存じます。
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４ 都市計画案の縦覧・意見書について

意見書における主な意見の要旨及び市の見解
意見の要旨 市の見解

中心市街地に図書館、公営住宅、駐車場
の整備要望。

今回の被災市街地復興推進地域の都市計
画決定に直接的にかかわる内容ではござい
ませんが、今後の復興まちづくりにつなが
る提案であり、具体的な土地利用計画の選
定や事業手法の検討にあたって貴重な意見
として活かしてまいりたいと存じます。

市中心部を飲食店街などとして位置づけ、
行政の協力と指導で、発展。
融資制度の活用を含めて、飲食店、地権

者と協力して、まちの発展を進めてもらい
たい。

今回の被災市街地復興推進地域の都市計
画決定に直接的にかかわる内容ではござい
ませんが、今後の復興まちづくりにつなが
る提案であることから、貴重な意見として
活かしてまいりたいと存じます。

人中心、人吉の町割り、球磨川を大切に
したまちづくりを。
画一的なまち、道路構成にしない。

今回の被災市街地復興推進地域の都市計
画決定に直接的にかかわる内容ではござい
ませんが、今後の復興まちづくりにつなが
る提案であることから、相良700年の歴史あ
る人吉に最大限の敬意を払い水害を乗り越
え、美しい球磨川とともにある持続的可能
な地域づくりにあたって貴重な意見として
活かしてまいりたいと存じます。


